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１１１１....はじめにはじめにはじめにはじめに

東京都２３区の西部及び北部を環状方向に結ぶ公共交通については，潜在的な需要が見こまれているにも拘わら

ず，その整備が立ち遅れている．そこで，本研究では環状八号線地下を導入空間とし，蒲田（大田区）から高井戸

（杉並区）にいたる公共交通システムが実現した場合，中間駅の位置はどのように配置すべきかを，駅勢圏、乗換

え利便性，イグレス及びアクセス要素を GISを用いて結合化して検討した．

２２２２....駅のポテンシャルについて駅のポテンシャルについて駅のポテンシャルについて駅のポテンシャルについて

従来，駅の位置を検討するにあたり重視されてきた要因は駅勢圏内（駅を利用する人々で作られる領域）の人

口であるが，実際には駅利用人口と駅勢圏内人口は単純な比例関係にはない．これは駅を利用する人には三つの行

動パターンがあることによる．その第一は，駅の近辺に住み他の目的地へ移動をするために駅を利用する人，つま

り「出発地」として駅を利用する人である．第二は，駅の周辺にある企業，学校など何らかの施設を目的として駅

へやってくる人，つまり「到着地」として駅を利用する人である．第三は，他の路線との接続を持つ駅を，「乗り

換え地」として利用する人である．そこで本論では「出発地」としての要素を「イグレス要素」，「到着地」として

の要素を「アクセス要素」とし，更に「乗り換え要素」を加えた３要素から駅のポテンシャルを求めることとした．

３要素の算出方法は以下の通りとした．

 イグレス要素……（夜間人口）－（老齢者<65歳以上>人口＋幼児及び少年<15歳未満>人口）

＝駅勢圏から通勤・通学していく流出人口

 アクセス要素……（昼間人口）－（老齢者<65歳以上>人口＋幼児及び少年<15歳未満>人口）

＝駅勢圏に通勤・通学してくる流入人口

 乗り換え要素……（他社路線の既存駅の旅客通過人数合計）÷

　　　　　　　　　　（駅勢圏内に存在する仮設置駅を含む駅

数）

　　　　　　　　　　　　　　＝駅勢圏内で乗り換えをする人口

３３３３....分析方法分析方法分析方法分析方法

①　環状八号線上に主な路線を描き，図-1 に示すように路線上に中間

駅を仮配置する．最終的な駅間距離は 1.2～1.7 ㎞を目安とするが，場

所によっての　ポテンシャルの相違を明確にし，最適な駅位置を選定

するために仮設置駅の駅間距離は短い方が良いと思われたので 200m 前後とした．ただし，交差点を中心として

配置を行ったために駅間距離には多少の差がある．

②　選定した仮設置駅から，徒歩 5分、10分圏内をそのポイントの駅勢

圏と考え，道路のネットワーク解析により，図-2 に示すよう徒歩 5 分、

10分圏内を確定した上で，分かりやすく表示した．

③ 丁目ごとに求められている国勢調査の人口データから，イグレス，

アクセス及び乗り換えの３要素の人口を求める．その結果から，図-

3 に示すように，丁目ごとのアクセス・イグレス人口の密度分布を

求めた．

④ 仮設置駅から徒歩 5 分、10 分のゾーンと，アクセス・イグレス人口密度のデータを重ね合わせることによっ

て，ゾーン内のアクセス・イグレス人口密度データを得た．それを用いて，ゾーン内のアクセス・イグレス人

図-2　駅勢圏の解析

図-1　中間駅の仮配置



口数を求めた．

４４４４....結果と考察結果と考察結果と考察結果と考察

図-4に選定され抽出された中間駅のポテンシャルを示す．但し、

選定される中間駅が駅勢圏により異なる場合には、以下の点を考

慮して最終的な中間駅とした．

① 駅間距離を 1.2~1.7kmの範囲とする

② 大きい交差点上に優先的に設置する

③ 駅勢圏 5 分のポテンシャルと駅勢圏 10 分のポテンシャルの

和の大きい駅を選定する

徒歩 5 分の場合は、駅勢圏内に既存駅が少なくイグレス・アクセ

ス要素より乗り換え要素の重要度が高くなり，徒歩 10 分の場合

は、乗り換え要素の重要度が相対的に低くなっていることが分か

る．新しく路線を増やす際の駅の選定は，仮設置駅の周辺の既存

駅の状況より，住宅や企業・学校等の施設状況が重要である．し

かし，駅間距離が 200m 前後と小さくとり隣接仮設置駅のイグレス・アクセス要素の結果が近い場合に，乗り換

え要素がその優劣を決めるポイントとなる．

５５５５....おわりにおわりにおわりにおわりに

GIS システムを用いることで，アクセス，イグレス，乗り換えの 3 要素を考慮した中間駅の検討をきわめて容

易に行えることを示した．本論では，駅勢圏内を徒歩 300m、600ｍとしたが，その影響の把握については，今後

の課題とする．また，乗り換え要素の他の要素に対する相対的な重要度についてもより詳細な検討を要する．
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抽出された中間駅（駅勢圏徒歩5分圏内）
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抽出された中間駅（駅勢圏徒歩10分圏内）
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図-4　仮設置駅のポテンシャル

図-3　アクセス・イグレス合計人口密度分
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